
　
伊
賀
地
域
の
象
徴
的

存
在
の
一
つ
、「
忍
者
」。

現
代
に
お
い
て
も
、さ

ま
ざ
ま
な
小
説
や
映
画

な
ど
に
も
登
場
し
、忍

術
を
駆
使
し
た
諜
報

（
ち
ょ
う
ほ
う
）活
動
や

戦
い
ぶ
り
で
存
在
感
を

見
せ
て
い
る
。
伊
賀
市

平
野
の
渡
邉
未
央
さ
ん

（
28
）は
、「
伊
賀
流
忍
者

博
物
館（
伊
賀
市
上
野

丸
之
内
）」の
忍
術
実
演

シ
ョ
ー
に「
く
ノ
一
」と

し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。

毎
年
約
20
万
人
を
数
え

る
同
博
物
館
の
来
場
者

に
華
麗
な
技
を
披
露
し

な
が
ら
、忍
術
の
解
説

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
の
頃
か
ら

忍
者
の
存
在
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、私
が
忍

者
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
大
学
時
代
に
シ
ョ
ー

を
見
た
時
で
す
ね
」と

話
す
渡
邉
さ
ん
。
忍
術

実
演
シ
ョ
ー
を
行
う

「
伊
賀
流
忍
者
特
殊
軍

団　
阿
修
羅
（
代
表
・

浮
田
半
蔵
さ
ん
）」の
巧

み
な
舞
台
を
初
め
て
見

た
時
に
感
動
し
、「
自

分
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
話
す
。

　
も
と
も
と
運
動
が
好

き
で
、学
生
時
代
に
は

器
械
体
操
を
し
て
い
た

渡
邉
さ
ん
は
、入
団
直

後
か
ら
才
能
を
発
揮
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
に
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。「
国

内
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち

ろ
ん
、今
ま
で
に
ア
メ

リ
カ
や
イ
タ
リ
ア
、台

湾
な
ど
海
外
で
も
公
演

を
し
ま
し
た
よ
」と
笑

顔
を
見
せ
る
。
中
で
も

特
に
印
象
的
な
舞
台
は
、

今
年
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
で
の
ス
テ
ー
ジ
だ

っ
た
と
話
し
、海
外
の

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
ら
に

披
露
し
た
ス
テ
ー
ジ
は

独
特
の
緊
張
感
が
あ
っ

た
と
振
り
返
る
。

　
現
在
は
秋
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、ほ
ぼ
毎
日
、

同
博
物
館
の
舞
台

に
立
つ
。「
今
後
も

ス
テ
ー
ジ
を
通
じ

て
忍
者
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
地

域
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、も
っ
と
多
く
の

人
に
感
動
を
与
え

て
い
き
た
い
で
す
」

と
思
い
を
語
っ
た
。

全
国
各
地
で

　
　
　
技
を
披
露

忍
術〝
魅
せ
ま
す
〞

渡
邉 
未
央
さ
ん

伊
賀
市
平
野

忍者ショーの中でも重要な「くノ一」として存在感を見せつける渡邉さん＝伊賀市の「伊賀流忍者博物館」で

ステージで多彩な技を披露する
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三
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
　
富
永 

憲
秀
さ
ん

熱い書評で県大会へ
名張高3年　藤本 妃奈子さん

多
様
な
食
べ
方
知
っ
て

　
食
欲
の
秋
到
来
―
―
。
さ
ま
ざ

ま
な
〝
ご
飯
の
お
供
〞
が
登
場
す

る
こ
の
季
節
、「
お
米
を
よ
り
お

い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と

思
い
を
話
す
の
は
、名
張
市
桔
梗

が
丘
の
富
永
憲
秀
さ
ん（
40
）。「
お

米
の
博
士
」と
い
わ
れ
る「
三
つ
星

お
米
マ
イ
ス
タ
ー
」と
し
て
、多
く

の
主
婦
ら
に
そ
の
知
識
を
伝
え
て

い
る
。

　
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、米
に

関
す
る
専
門
職
経
験
が
あ
る
人
の

み
に
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
る
、

「
日
本
米
穀
小
売
商
業
組
合
連
合

会
」が
主
宰
す
る
資
格
。
富
永
さ

ん
は
、30
歳
の
時
、父
の
後
を
継
い

で「
富
永
米
穀
店
」の
4
代
目
店
主

に
。米
屋
と
し
て
の
経
験
を
積
み
、

6
年
前
に「
三
ツ
星
お
米
マ
イ
ス

タ
ー
」の
資
格
を
取
得
し
た
。

　
店
内
に
は
、伊
賀
米
は
も
ち
ろ

ん
、品
質
や
食
感
な
ど
、富
永
さ
ん

の
目
に
か
な
っ
た
品
種
の
米
が
ズ
ラ

リ
。
売
り
方
も
、注
文
を
受
け
て
か

ら
精
米
す
る
の
が
こ
だ
わ
り
だ
。

　「
お
米
は
生
き
物
。
精
米
後
の

保
存
は
1
カ
月
目
安
で
」、「
も
ち

も
ち
食
感
な
ら『
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー

ン
』。
お
弁
当
に
は
冷
め
て
も
お
い

し
い『
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
』が
お
薦
め
」。

買
い
物
客
ら
の
質
問
に
、専
門
家
の

富
永
さ
ん
か
ら
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
飛
ぶ
。「
資
格
を
取
っ
た
こ

と
で
、好
み
に
合
わ
せ
て
薦
め
る

こ
と
が
で
き
た
り
、接
客
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
信
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
」と
笑
顔
が
明
る
い
。

　
新
米
の
季
節
を
迎
え
、「
米
を

洗
う
時
、最
初
の
水
は
流
し
な
が

ら
す
ぐ
捨
て
る
こ
と
」と〝
お
い

し
さ
の
こ
つ
〞
を
話

す
富
永
さ
ん
。「
玄
米

の
ま
ま
や
、五
分
づ
き

や
三
分
づ
き
な
ど
、同

じ
お
米
で
も
食
味
や

栄
養
が
変
わ
る
こ
と

や
、雑
穀
米
を
ブ
レ
ン

ド
す
る
な
ど
多
様
な

食
べ
方
を
提
案
し
て

い
け
た
ら
。
今
後
の

ご
は
ん
の
食
べ
方
が

変
わ
る
よ
う
な
、お
米

の
健
康
効
果
や
お
い

し
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
」と
白
い
歯
を
見

せ
た
。

　
書
評
合
戦
で
本
の
魅

力
を
伝
え
る「
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
」が
、近
頃
読
書

好
き
の
間
で
静
か
な
ブ

ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

県
立
名
張
高
校
3
年
の

藤
本
妃
奈
子
さ
ん（
18
）

は
、こ
の
ほ
ど
同
校
で
行

わ
れ
た
「
伊
賀
地
域
高

校
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

2
0
1
6
名
張
決
戦
」

で
見
事
優
勝
。
12
月
の

県
大
会
に
向
け
、プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
に
ま

す
ま
す
磨
き
を
か
け
て

い
る
。

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、

発
表
者
が
5
分
間
の
持

ち
時
間
で
推
薦
本
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
後
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
最
後
に「
一
番
読
み

た
く
な
っ
た
本
は
ど
れ

か
」を
選
ぶ
と
い
う
書
評

合
戦
で
、近
年
、教
育
現

場
な
ど
で
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

　
同
校
の
図
書
部
に
所

属
す
る
藤
本
さ
ん
は
、2

年
前
の
夏
に
部
の
取
り

組
み
と
し
て
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
に
出
会
っ
た
。

「
就
活
の
プ
レ
ゼ
ン
に
も

役
立
つ
か
な
」。
最
初
は

そ
ん
な
気
持
ち
で
始
め

た
が
、次
第
に「
自
分
の

好
き
な
も
の
を
人
に
伝

え
る
の
が
楽
し

い
」と
魅
せ
ら

れ
て
い
っ
た
と

い
う
。

　
8
月
に
行
わ

れ
た
同
大
会
で

は
、「
静
か
な

描
写
が
お
気
に

入
り
」と
い
う
、

ト
レ
イ
シ
ー
・

シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ

の
小
説『
真
珠

の
耳
飾
り
の
少

女
』を
推
薦
本

と
し
て
、参
加

者
や
来
場
者
数

十
人
が
見
守
る

中
、イ
チ
オ
シ

の
シ
ー
ン
や
登

場
人
物
な
ど
を

時
間
い
っ
ぱ
い

紹
介
。
結
果
、見
事
1
位

に
輝
き
、昨
年
に
続
い
て

2
度
目
の
県
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
し
た
。

　
読
み
た
く

　
　
な
る
よ
う
に

　
同
部
で
は
、日
頃
か
ら

各
部
員
が
気
に
入
っ
た

本
を
紹
介
す
る
「
ポ
ッ

プ
」作
り
を
し
て
い
て
、

「
要
点
な
ど
を
ま
と
め
る

力
に
な
っ
て
い
る
か
も
」

と
話
す
藤
本
さ
ん
。
し

か
し
、「
読
み
た
く
な
る

よ
う
に
、で
も
ネ
タ
バ
レ

し
な
い
よ
う
に
と
い
う

バ
ラ
ン
ス
は
難
し
い
」と

苦
笑
い
。
県
大
会
に
向

け
て「
よ
り
多
く
の
人
に
、

自
分
の
好
き
な
本
を
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

焦
ら
ず
落
ち
着
い
て
プ

レ
ゼ
ン
し
ま
す
」と
健
闘

を
誓
っ
た
。

同書を手に、プレゼンの練習をする藤本さん

自慢の精米機を前に笑顔の富永さん

こだわりの米が並ぶ店内

2016 年 10月 22日 2



【TEL】0595-51-0783　【所在地】伊賀市上野丸之内500ハイトピア伊賀2F
【営業時間】11:00～ 14:00　17:00～ 21:30　【定休】火曜日

行
っ
て
み
よ
う

　    

こ
の
お
店

地
域
の
お
店
紹
介 

Vol. 
56

　
上
野
市
駅
前
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク「
ハ
イ

ト
ピ
ア
伊
賀
」内
に
店
を
構
え
る「
ス
テ
ー

キ
ハ
ウ
ス
　G

razie

（
グ
ラ
ツ
ィ
エ
）」。

地
元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、舌
の
肥
え
た
観

光
客
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
は
、2
0
1
1（
平
成
23
）年
。

伊
賀
牛
の
生
産
直
売
を
手
掛
け
る「
奥
田
」

が
、「
伊
賀
牛
の
ス
テ
ー
キ
で
お
も
て
な
し

を
」と
店
を
構
え
た
と
い
う
。

　「
良
質
の
素
材
を
生
か
し
、一
番
お
い
し

い
状
態
で
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
調
理
し
ま
す
」と
シ
ェ
フ
の
小
郷
智
啓

（
お
ご
う
と
も
ひ
ろ
）さ
ん（
38
）。
厚
い
鉄

板
で
丁
寧
に
肉
を
焼
き
、肉
そ
の
も
の
が

持
つ
う
ま
み
と
甘
味
を
最
大
限
に
引
き
出

す
そ
う
だ
。

　
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、伊
賀
肉
を
使
っ
た

サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
と
ミ
ニ
ハ
ン
バ
ー
グ

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ラ
ン
チ
。「
2
種
類
の

味
が
楽
し
め
る
」と
好
評
だ
。
さ
ら
に
、新

鮮
な
生
肉
を
使
っ
た「
ユ
ッ
ケ
」や「
と
ろ

刺
し
」な
ど
も
生
産
直
売
な
ら
で
は
の
自

慢
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
と
い
う
。

　
小
郷
さ
ん
は「
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
と
空
間
で
、特
別
な
日
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
店
に
し
た
い
で
す
ね
」

と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

ステーキハウス Grazieステーキハウス Grazie
グラツィエグラツィエ

特別な日のごちそうに特別な日のごちそうに

毎年、秋祭りでは勇壮に神輿を担ぐ坂上さんたち同会
メンバー

2種類の味が楽しめる「伊賀牛
高虎（たかとら）ランチ」

シックで落ち着いた店内。ディナータイムはカウンター客
の目の前で焼くステーキが人気

名
張
市
平
尾

坂
上 

雅
人
さ
ん

　きらびやかな神輿（みこし）や勇壮な太鼓台、だんじりなどが町
中を練り歩く、宇流冨志禰神社（名張市平尾）の秋祭り。同神社の
御神体が乗る神輿を担ぐ「藤の木会」の一員、坂上雅人さん（34）は、
本番を前に気合が入る毎日だ。「お神輿を担いでいる時の沿道か
らの声援が私の『元気の素』」
　生まれも育ちも、現在の住まいも平尾地区という坂上さん。小
学生の頃、たる神輿を担いで祭りに参加していた時には憧れの存
在だった」という同会のメンバーになって十年余り。現在は、神
輿の担ぎ手としてはもちろん、会のムードメーカーとしても「な
くてはならない存在」と、会員らの信頼も厚い。

自称「伝統請負人」
　祭りの〝主役〟を担ぐ同会員は、祭りの日は白装束で身を包む。
坂上さんは加えて、祭り前には散髪で身を清めるのが恒例だとい
う。「神様をお運びしているので、毎回身が引き締まります」
　さらに、秋が近づくと、祭り気分が高まる中、神輿担ぎの準備と
して筋トレも始める。「私の中の暦では、一年は祭りに始まって、
祭りで終わり。自称『伝統請負人』です」と屈託のない笑顔で話す
坂上さん。地区に受け継がれた伝統への思いは熱い。
　祭り本番を前に準備は万端。坂上さんは「今年も担ぎ手として
しっかり努めます。将来家庭を持ち、男の子が生まれたら担ぎ手

になってもらいたい。
先人から受け継いだ
ものをしっかり残し
て、次の世代に渡し
ていきたいですね」
と力を込めた。
　宇流冨志禰神社の
秋祭りは、10月30日
（日）本祭りが行わ
れる。「年々、祭りへの思いが増します」と笑顔の坂上さん＝名張市平尾の宇流冨志禰神社で

伝
統
を
紡
ぎ
た
い

元気 素の
わたしの

vol.26

nava3



読者プレゼント
富永米穀店

本紙2ページで紹介した、富永米穀店オススメの「伊
賀米

こしひかり」「伊賀米こしひかり×ミルキークイーン
ブレ

ンド」「伊賀米みえのゆめ」各2合をセットにしてプ
レゼ

ント。さまざまなお米の味をお楽しみください。

〈ハガキ〉〒518-0444  名張市箕曲中村18‐2
　㈱アドバンスコープ「nava10/22号プレゼント」係
〈Ｅメール〉 guide@asint.jp　〈FAX〉 64-5202

プレゼント応募方法

2016年
10月30日（日） 

必着

抽選の模様を
FMなばり
83.5MHzで
放送します♪
11月4日(金)夕方の

生放送内※当選の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
※個人情報は抽選および賞品の発送以外には使用いたしません。

あ
て
先

上
野
天
神
祭

　
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
、伊
賀
地
域
最
大
の
祭
り
で
す
。
百
数
体
の
鬼

行
列
、9
基
の
だ
ん
じ
り
が
城
下
町
を
練
り
歩
き

ま
す
。
24
、25
日
に
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
。

日
時
／
10
月
23
日（
日
）〜
25
日（
火
）

場
所
／
上
野
天
神
宮
、伊
賀
市
街
地
、三
筋
町
な
ど

料
金
／
無
料

〈
問
〉上
野
天
神
祭
地
域
振
興
実
行
委
員
会

　
　
（
上
野
商
工
会
議
所
内
）　

☎
21-

0
5
2
7

や
く
そ
く
〜
ふ
た
り
で
織
り
成
す
3
つ
の
喜
劇
〜

　
F
M
な
ば
り
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る

四
方
香
菜
と
田
口
知
恵
子
が
、オ
ム
ニ
バ
ス
の
喜
劇

を
演
じ
ま
す
。

日
時
／
10
月
30
日（
日
）

　
　
　
〈
昼
の
部
〉午
後
2
時
〜（
開
場
1
時
半
）

　
　
　
〈
夜
の
部
〉午
後
7
時
〜（
開
場
6
時
半
）

　
　
　

※

昼
の
部
は
未
就
学
児
の
入
場
可

場
所
／
史
跡
旧
崇
廣
堂 

講
堂（
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
）

料
金
／
5
0
0
円（
3
歳
以
下
無
料
）

〈
問
〉伊
賀
市
文
化
都
市
協
会　
☎
22-

0
5
1
1

名
張
幼
稚
園
バ
ザ
ー

　
各
家
庭
か
ら
集
め
た
不
用
品
の
他
に
、保
護
者

の
手
作
り
雑
貨
な
ど
も
販
売
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
1
日（
火
）午
前
9
時
半
〜
11
時
半

場
所
／
名
張
幼
稚
園（
名
張
市
丸
之
内
）

料
金
／
無
料

〈
問
〉名
張
幼
稚
園　
☎
63-

3
2
8
0

石
垣
定
哉
展

　
三
重
県
出
身
の
油
彩
画
家 

石
垣
定
哉
の
新
作

や
代
表
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
12
月
11
日（
日
）ま
で

　
　
　
午
前
9
時
半
〜
午
後
5
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
半
ま
で
・
月
曜
休
館
）

場
所
／
三
重
県
立
美
術
館（
津
市
大
谷
町
）

料
金
／
一
般 

9
0
0
円
、学
生 

7
0
0
円

　
　
　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

〈
問
〉三
重
県
立
美
術
館

　
　
☎
0
5
9-

2
2
7-

2
1
0
0　

名
張
秋
ま
つ
り

　
宇
流
冨
志
禰
神
社
で
行
わ
れ
る
盛
大
な
祭
り
で

す
。
29
日
の
宵
宮
に
は
、裃（
か
み
し
も
）行
列
や

獅
子
舞
の
奉
納
も
。
本
祭
り
に
は
、み
こ
し
な
ど
が

町
内
に
繰
り
出
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
29
日（
土
）午
後
6
時
〜
10
時

　
　
　
　
　
30
日（
日
）午
前
8
時
〜
午
後
8
時

場
所
／
平
尾
・
宇
流
冨
志
禰
神
社
及
び
旧
市
街
地

料
金
／
無
料

〈
問
〉名
張
市
観
光
協
会　
☎
63-

9
0
8
7

け
ん
ず
い
ま
つ
り
2
0
1
6

　
「
あ
や
ま
の
恵
み
・
食
・
文
化
」を
テ
ー
マ
に
、阿

山
地
域
の
資
源
・
魅
力
を
再
発
見
す
る
場
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
5
0
0
人
分
の
大
鍋
料
理
、餅

つ
き
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
特
産
物
の
販
売
、フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
3
日（
木
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所
／
阿
山
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
す
ぱ
ー
く
阿
山　
駐
車
場（
伊
賀
市
川
合
）

料
金
／
無
料

〈
問
〉け
ん
ず
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局　

　
　
（
伊
賀
市
役
所 

阿
山
支
所
振
興
課
内
）

　
　
☎
43-

１
５
４
４

イ
ベ
ン
ト
情
報

今後の試合予定
第18節／10月23日(日)13：00 
 vs ジェフユナイテッド市原・千葉レディース
　　　　　　　　　 　　　　上野運動公園競技場(伊賀市)

伊賀FCくノ一の

ハツラツ iary

VOL.26

　秋も日ごとに深まり、おいしい食べ物が目白押
しになってきましたね♪　こんにちは☆　伊賀FC
くノ一のマスコット、くノんです☆　皆さんは、
「おいしい秋」満喫していますか～？　さて、伊賀
FCくノ一が参戦している「なでしこリーグ1部」の
リーグ戦も、いよいよ最終戦を残すのみとなりま
した。今も、選手たちは食欲の秋に負けず(笑)、ス
ポーツマンらしく練習頑張っていますよ！　
　最終戦は、地元の上野運動公園競技場(伊賀市小
田町)で、10月23日(日)午後1時キックオフ。相手は、
「ジェフユナイテッド市原・千葉レディース」です。
今シーズン最後の地元でのホーム戦を勝利で飾れ
るように、選手もスタッフも精一杯頑張ります！
ぜひ、スタンドに足を運んでいただいて、皆さんの
応援で選手にパワーを送ってください☆　みんな

の力で勝利をもぎ取りましょー！！
　また、リーグ戦は終わりますが、引き続いてチー
ムは「皇后杯全日本女子サッカー選手権」を戦って
いきます。皇后杯は、「負ければ終わり」のトーナ
メント！　強豪ひしめく中、最強女子チームの証、
皇后杯を目指しますので、皆さん変わらぬ応援を
お願いしまーす☆

明日は地元最終戦！ 応援来てね☆

①希望賞品名 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥記
事への感想など（任意）を明記し、ご応募ください。

※Eメール・FAXでご応募の際は、件名または本文に
　「nava10/22号プレゼント係」 と記載をお願いします。

※希望賞品は、伊賀米セット、モクモクチケット、石垣定哉展
　チケットのいずれかを明記ください。

http://www.igafc.jp/

観戦チケットは、
「チケットぴあ」や
コンビニ・プレイガイド
などで発売中です☆
見に来てね！

プレゼント

ペア5組様に

※応募方法は、下記プレゼント欄へ。

三重県立美術館で
12月11日（日）

まで開催

「石垣定哉展」
 チケット

3名様に
伊賀米3種食べ比べセット

　
日
本
笑
い
学
会 

三
重
支
部
長 

淵
田
科
さ
ん
の

講
演「
老
い
を
楽
し
く
〜
笑
い
で
防
ご
う
！
認
知
症

〜
」と「
笑
い
ヨ
ガ
」を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
29
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時

　
　
　
（
1
時
半
か
ら
受
付
）

場
所
／
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀 

4
階
多
目
的
室

　
　
　
（
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
）

料
金
／
5
0
0
円 （
事
前
申
し
込
み
不
要
）

〈
問
〉中
村
さ
ん　

☎
0
9
0-
8
1
8
7-

6
0
2
2

日
本
笑
い
学
会 

三
重
支
部 

第
65
回
笑
例
会

2016 年 10月 22日 4



　
行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
、名
張
市
の
名

勝
・
赤
目
四
十
八
滝
に
も
各
地
か
ら
多
く

の
人
が
来
訪
。
赤
目
四
十
八
滝
渓
谷
保
勝

会
で
、広
報
・
企
画
を
担
当
す
る
森
田
千

裕
さ
ん（
43
＝
伊
賀
市
緑
ヶ
丘
）も
大
忙

し
の
毎
日
だ
。

　
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
趣
味
と
い
う
森
田
さ
ん

は
、7
年
前
に
初
め
て
赤
目
滝
を
訪
れ
、

「
大
好
き
な
場
所
」に
な
っ
た
と
い
う
。
今

年
1
月
か
ら
同
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、マ

ス
コ
ミ
や
ツ
ア
ー
会
社
な
ど
への
情
報
提
供

や
、ガ
イ
ド
役
な
ど
を
担
当
。「
お
客
様
の

喜
ん
で
い
る
顔
を
見
る
の
が
う
れ
し
い
」と

や
り
が
い
を
話
す
。

　
「
私
の
イ
チ
オ

シ
は
『
雛
壇（
ひ

な
だ
ん
）滝
』」。

有
名
な
「
赤
目

五
瀑
」と
は
違
い
、

「
静
か
に
流
れ
落

ち
る
姿
が
良
い
」

「霊蛇滝」を案内する森田さん（9月30日撮影）

と
ニ
ッ
コ
リ
。「
自
然
の
恵
み
で
あ
る
渓
谷

の
良
さ
を
、多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」と
に
こ
や
か
に
話
し
た
。

みてだぁ～こ

自
然
の
恵
み
感
じ
て

ライトアップされた渓谷（写真提
供：赤目四十八滝渓谷保勝会）

うちらの
 じまん

森田さんの
おすすめ
ポイント

赤
目
四
十
八
滝
渓
谷
保
勝
会
　
森
田 

千
裕
さ
ん

vol.7
赤目四十八滝

Check it！

・今年3月には、「長坂山トレッキングコース」が完成。遊
歩道とはひと味違う目線での渓谷の景色を楽しめます

・紅葉シーズンは、滝のライト
アップもあり、夕刻からもすて
きです（11月3日～ 27日）

・滝入口にあるサンショウウオセンターは、国内唯一の「サ
ンショウウオの水族館」。ぜひゆっくり観察してみて

nava5



渾
身
の
鬼
、ご
注
目

　
伊
賀
市
上
野
紺
屋
町

の
藤
森
崇
史
さ
ん（
36
）

は
、4
年
前
か
ら
鬼
行
列

で「
ひ
ょ
ろ
つ
き
鬼（
釣

鐘
）」を
担
当
し
て
い
る
。

文
字
通
り
左
右
に
〝
ひ

ょ
ろ
つ
き
〞
な
が
ら
釣

鐘
を
背
負
っ
て
歩
く
姿

が
特
徴
的
で
、多
く
の
見

物
人
の
注
目
を
集
め
る
。

　
今
年
も
鬼
行
列
に
参

加
す
る
藤
森
さ
ん
。「
今

回
は
昨
年
よ
り
も
表
現

力
豊
か
な
行
列
に
進
化

さ
せ
て
い
き
た
い
」と
意

気
込
み
を
見
せ
る
。

　
毎
年
、祭
り
前
に
は
自

身
の
前
回
の
歩
き
方
や

動
き
方
を
、

録
画
し
た

動
画
な
ど

を
見
て
確

認
す
る
こ

と
を
欠
か

さ
な
い
。

「
次
に
生

か
す
こ
と

で
年
々
迫

力
が
増
す
」

と
話
す
藤

ッ
プ
の
た
め
に
自
主
的

に
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
も
開
始
し
て

本
番
に
備
え
る
と
い
う
。

次
世
代
に

　
受
け
継
ぐ
思
い

　「
子
ど
も
の
頃
は
、ま

さ
か
自
分
が
上
野
天
神

祭
の
鬼
行
列
で
釣
鐘
を

背
負
っ
て
歩
く
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」。

幼
少
の
頃
か
ら
子
鬼
役

な
ど
で
祭
り
に
参
加
し

て
い
た
が
、就
職
で
地
元

を
離
れ
て
い
た
藤
森
さ

ん
。
6
年
前
に
帰
郷
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

上
野
紺
屋
町
の
鬼
行
列

参
加
者
ら
が
集
ま
る「
鬼

練
座（
お
ん
ね
り
ざ
）」に

出
会
い
入
会
。
以
来
、同

町
自
治
会
と
共
に
鬼
行

列
や
祭
り
の
運
営
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、現

在
は
同
座
の
副
座
長
を

務
め
て
い
る
。

　
間
も
な
く
祭
り
本
番
。

藤
森
さ
ん
は
、「
今
後
も

祭
り
に
参
加
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
そ

し
て
上
野
天
神
祭
や
鬼

行
列
の
文
化
、伝
統
を
守

り
な
が
ら
、さ
ら
に
次
の

世
代
に
も
受
け
継
い
で

い
き
た
い
で
す
」と
思
い

を
語
っ
た
。

森
さ
ん
。
さ
ら
に
は
鬼

の
配
役
が
決
ま
る
一
カ

月
ほ
ど
前
か
ら
、体
力
ア 笑顔で話す藤森さん＝伊賀市の紺屋町集議所で

ひょろつき鬼の「釣鐘」は、独特の動きで町を練
り歩く（写真提供：伊賀上野観光協会）

伊
賀
市
上
野
紺
屋
町
　
藤
森 

崇
史
さ
ん

モ
ク
モ
ク
で

ク
リ
ス
マ
ス
は
い
か
が

8
時
半
ま
で
、フ
ァ
ー
ム
内

「
Pa
Pa
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
」

で
開
か
れ
ま
す
。
　
　

　
参
加
料
金
は
、中
学
生
以
上

4
6
4
4
円（
税
込
）、小
学
生

2
1
6
0
円（
同
）、3
歳 

以

上
1
2
4
2
円（
同
）、3
歳
未

満
無
料
。
モ
ク
モ
ク
自
慢
の

ウ
イ
ン
ナ
ー
や
ハ
ム
を
は
じ

め
と
し
た
、お
い
し
い
料
理
や

地
ビ
ー
ル
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、み
ん
な
で
メ
リ
ー
ク
リ

ス
マ
ス
☆
　

　
参
加
は
要
予
約
で
、定
員
は

各
日
2
0
0
人
。23
日
は
仮
装

パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
す
。

予
約
の
受
け
付
け
は
、11
月
1

日（
火
）か
ら
開
始
で
す
。
今

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、モ
ク
モ

ク
で
み
ん
な
と
一
緒
に
大
盛

り
上
が
り
で
サ
ン
タ
さ
ん
を

迎
え
ま
し
ょ
う
！

MOKUMOKU

※応募方法は、４ページのプレゼント
　欄をご覧ください。　

プレゼント ファーム入園券と野天もくもくの湯入湯券
のセットをペア3組様に2016年10月30日（日）必着

伊賀の里 入園料500円（３歳以上）
〒518-1392 三重県伊賀市西湯舟3609　　総合案内　０５９５-４３-０９０９ 

　
日
ご
と
に
秋
が
深
ま
る
今

日
こ
の
頃
。
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
が
流
れ
は

じ
め
、冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
・

ク
リ
ス
マ
ス
も
も
う
す

ぐ
で
す
ね
！
　
モ
ク
モ

ク
で
は
、毎
年
大
人
気
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
を
今
年
も
開
催
。
お

い
し
い
ご
ち
そ
う
を
食

べ
て
、歌
っ
て
、踊
っ
て
、

楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
♪

　
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
は
、12
月
3
日

か
ら
18
日
ま
で
の
土
・

日
と
、
22
日（
木
）か
ら

24
日（
土
）の
9
日
間
開

催
。
午
後
6
時
か
ら
同

　
上
野
天
神
宮
の
神
輿（
み
こ
し
）巡
幸
を
先
頭
に
始
ま
る「
上
野
天
神
祭
」。

重
さ
約
1
2
0
㌔
の
大
御
幣（
お
お
ご
へ
い
）に
続
い
て
百
余
体
の
鬼
が

練
り
歩
く「
鬼
行
列
」は
同
祭
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
。
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　小さいころから役者になりたかった私。高校
卒業後、上京してすぐにどこかの劇団に入って、
お芝居がしたかったのですが、親に大学進学を
進められ、1年間浪人をして芸
術学部映画学科のある大学に
入学しました。演技の先生が
開口一番に言ったことは「今か
ら女優になろうなんて、この年
になって君たちはもう遅いよ」
というものでした。ハッパを
かけるつもりでおっしゃった
のでしょうが、19歳の私は大
ショックを受けました。
　時は過ぎ、昨年暮れ、とある人に「実は私は役
者になりたかったんですが、夢破れまして……」

とお話ししたら「夢は本当に破れたの？」と聞き
返され、はたと気づきました。「いえ、破れたわ
けではないですね。まだ役者になりたいって夢

を見てもいいですもんね」。その
人は「私の知り合いで50代にな
ってから映画デビューした人が
いますよ」と教えてくれました。
それから不思議なくらいいろん
な人のバックアップを受け、気
が付けば10月30日に伊賀市の旧
崇廣堂にて私の書いた新作でお
芝居を上演できる運びとなりま

した。タイトルは「やくそく」です。きっとこの
年でこのお芝居を作ることが、私の約束だった
んだと思います。ぜひ劇場にお越しください！

健康作りになり、馬との触れ合いも魅力と近年注目を
浴びる「乗馬」。インストラクターの渡邊正綱さんに
仕事について聞きました。

乗る前は不安そうにしていた
人が、少しずつ慣れて、馬と
のコミュニケーションを取るの
を見ると喜びを感じます。「良
かった。面白かった」と言って
もらうとうれしいですね。

仕事の魅力は？

乗馬インストラクター  渡邊 正綱さん（35）
乗馬クラブ クレイン三重

どんな仕事？

Vol.24

安全に馬に乗ってもらうため、レベルに応じた馬術の指導をします。馬は大
切なパートナー。毎朝の検温などで体調管理に気を配り、レッスン終了後
も湿布などでしっかり疲れのケアをします。 1日10回以上のブラッシングで、体を奇麗

に。隅々まで触り、馬の様子をチェック

約500㌔の体重を支える
足を守るため、こまめなひ
づめ手入れで病気を防ぐ

仕事に就いた
きっかけは？

馬に乗って、魅力感じて

大学1年の時、友人に誘われて乗馬クラブの会員になりました。愛情をかけた分、返してくれる馬の魅力に引かれました。「多くの人に伝えたい」とこの仕事に就き、今年で13年目です。

レッスンでは、乗馬の技術
だけでなく、馬との触れ合いを
大切に。「親しみを持ってもら
えるよう心掛けていま

す」

Vol.
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★FMなばりナビゲーター
の田口知恵子が、日々の暮
らしの中で出会った小さな
発見や大きな感動をご紹
介していくコーナーです。

「あいさつ、返事、掃除」がモットー。声を掛け
合い練習に励むのは「名張小ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団」の仲間たち。男子16人が週
3回、汗を流しています。
　1979（昭和54）年に設立された同チーム。
代表の岡山博宣（ひろのぶ）さんは「感謝の気持
ちを大切に、『一人はみんなのために、みんなは
一人のために』を心掛けて指導しています。た
だ今、女子メンバー募集中」とニッコリ。
　キャプテンの岡村颯真（そうま）君（名張市立
比奈知小6年）は「試合中、声を出して励まし合
うのが楽しい」と話してくれました。

名張小ミニバスケットボール
スポーツ少年団

少年少女スポーツチームを紹介

練習日時／水曜17:00～19:00　
　　　　　土曜13:30～17:00 日曜9:00～12:00
練習場所／名張小学校体育館

夢はいくつになっても！

田口知恵子の小さな気づき
  大きなうなずき

ADSホールイベントスケジュール

【開演】13:30【終演】16:00【前売入場料金】1,000円
【主催者】おきつも女声合唱団【連絡先】新谷☎64-0046

おきつも女声合唱団 第32回演奏会11
6

（日）

11
13
（日）

11
19
（土）

【開演】①13:00 ②14:00【終演】①13:45 ②16:10
【前売入場料金】無料【主催者】名張市・名張市社会福祉
協議会【連絡先】①名張市社会福祉協議会☎41-0780
②名張市地域包括支援センター☎63-7833

①第46回名張市社会福祉大会
②名張市地域福祉教育総合支援システム 
　キックオフ大会

【開演】13:30【終演】15:30【前売入場料金】1,000円
【主催者】百笑会【連絡先】宮下☎090-2700-8784

百笑会 第8回ジャズコンサート

11
23

（水・祝） 【開演】13:30【終演】16:30【前売入場料金】無料
【主催者】五島純子【連絡先】五島純子☎66-5779

第21回ピアノ発表会

※各イベントは、主催者の都合で変更になる場合もあります。詳細は主催
者にお問い合わせください。

11 月 催 し 物 案 内

喜劇

nava7
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